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第
五
規
則

非
損
傷
時
復
原
性

１

す
べ
て
の
旅
客
船
（
そ
の
大
き
さ
を
問
わ
な
い
。）及
び
長
さ
（
Ｌ
）
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
す
べ
て
の
貨
物

船
に
つ
い
て
は
、
そ
の
完
成
後
に
傾
斜
試
験
を
行
い
、
復
原
性
の
要
素
を
決
定
す
る
。
こ
の
規
則
の
他
の
適
用
可

能
な
い
か
な
る
要
件
に
加
え
、
長
さ
二
十
四
メ
ー
ト
ル
以
上
の
船
舶
で
あ
つ
て
二
千
十
年
七
月
一
日
以
後
に
建
造

さ
れ
た
も
の
は
、
少
な
く
と
も
、
二
千
八
年
Ｉ
Ｓ
コ
ー
ド
の
Ａ
部
の
要
件
に
適
合
す
る
。

２

主
管
庁
は
、
個
々
の
貨
物
船
に
つ
い
て
、
復
原
性
の
基
本
的
情
報
が
姉
妹
船
の
傾
斜
試
験
か
ら
得
ら
れ
、
そ
の

基
本
的
情
報
か
ら
当
該
船
舶
の
信
頼
し
得
る
復
原
性
資
料
が
第
五
e

一
規
則
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
得
ら
れ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
る
場
合
に
は
、
傾
斜
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。
重
量
検
査

は
、
完
成
時
に
行
う
も
の
と
し
、
姉
妹
船
か
ら
得
ら
れ
る
情
報
と
比
較
し
て
、
軽
荷
時
の
排
水
量
の
偏
差
が
長
さ

百
六
十
メ
ー
ト
ル
以
上
の
船
舶
に
つ
い
て
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
長
さ
五
十
メ
ー
ト
ル
未
満
の
船
舶
に
つ
い
て

は
二
パ
ー
セ
ン
ト
及
び
中
間
の
長
さ
の
船
舶
に
つ
い
て
は
一
次
補
間
法
に
よ
つ
て
決
定
す
る
値
を
超
え
る
変
更
が

認
め
ら
れ
る
場
合
並
び
に
軽
荷
時
の
縦
方
向
の
重
心
の
位
置
が
Ls
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
変
更
が
認
め

ら
れ
る
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
傾
斜
試
験
を
行
う
。

３

主
管
庁
は
、
ま
た
、
液
体
又
は
鉱
石
の
ば
ら
積
み
運
送
の
た
め
に
特
に
設
計
さ
れ
た
個
々
の
船
舶
又
は
船
舶
の

種
類
で
あ
つ
て
、
寸
法
比
及
び
配
置
か
ら
予
想
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
載
貨
状
態
に
お
い
て
十
分
な
メ
タ
セ
ン
タ
高
さ

が
得
ら
れ
る
こ
と
が
類
似
の
船
舶
の
既
存
の
情
報
を
参
照
す
る
こ
と
に
よ
り
明
ら
か
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

傾
斜
試
験
を
省
略
す
る
こ
と
を
許
す
こ
と
が
で
き
る
。

４

船
長
に
提
供
さ
れ
た
復
原
性
資
料
に
実
質
的
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
変
更
が
船
舶
に
加
え
ら
れ
た
場
合
に

は
、
修
正
さ
れ
た
復
原
性
資
料
を
作
成
す
る
。
必
要
な
と
き
は
、
当
該
船
舶
に
つ
い
て
再
び
傾
斜
試
験
を
行
う
。

船
舶
は
、
予
想
さ
れ
る
偏
差
が
５
に
規
定
す
る
値
の
一
を
超
え
る
場
合
に
は
、
再
び
傾
斜
試
験
を
行
う
。

５

軽
荷
重
量
検
査
は
、
五
年
を
超
え
な
い
定
期
的
間
隔
で
、
す
べ
て
の
旅
客
船
に
つ
い
て
、
軽
荷
時
の
排
水
量
及

び
軽
荷
時
の
縦
方
向
の
重
心
の
位
置
に
お
け
る
変
更
を
検
証
す
る
た
め
に
実
施
す
る
。
当
該
船
舶
は
、
軽
荷
時
の

排
水
量
の
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
変
更
又
は
軽
荷
時
の
縦
方
向
の
重
心
の
位
置
の
Ls
に
対
す
る
一
パ
ー
セ
ン
ト

を
超
え
る
変
更
が
認
め
ら
れ
、
又
は
予
想
さ
れ
る
場
合
に
は
、
い
つ
で
も
再
び
傾
斜
試
験
を
行
う
。

６

す
べ
て
の
船
舶
は
、
船
首
及
び
船
尾
に
明
確
に
表
示
す
る
喫
水
の
目
盛
り
を
有
す
る
。
喫
水
の
表
示
が
容
易
に

判
読
す
る
こ
と
が
で
き
る
場
所
に
位
置
し
て
い
な
い
場
合
又
は
特
定
の
運
航
に
つ
い
て
喫
水
の
表
示
を
判
読
す
る

こ
と
を
困
難
に
さ
せ
る
運
航
上
の
制
約
が
あ
る
場
合
に
は
、
船
舶
は
、
船
首
及
び
船
尾
の
喫
水
を
決
定
す
る
こ
と

が
で
き
る
信
頼
し
得
る
喫
水
表
示
装
置
も
備
え
る
。

第
五
e

一
規
則

船
長
に
提
供
さ
れ
る
復
原
性
資
料

１

船
長
に
は
、
各
種
の
使
用
状
態
に
お
け
る
船
舶
の
復
原
性
に
つ
い
て
の
正
確
な
指
針
を
迅
速
か
つ
容
易
に
得
る

た
め
に
必
要
と
主
管
庁
が
認
め
る
資
料
を
提
供
す
る
も
の
と
し
、
そ
の
写
し
を
主
管
庁
に
提
出
す
る
。

２

当
該
資
料
は
、
次
の
も
の
を
含
む
。

.1

関
連
す
る
非
損
傷
時
及
び
損
傷
時
復
原
性
の
要
件
を
満
た
す
喫
水
に
対
す
る
最
小
許
容
メ
タ
セ
ン
タ
高
さ

（
Ｇ
Ｍ
）
の
曲
線
若
し
く
は
表
、
こ
れ
に
相
当
す
る
喫
水
に
対
す
る
船
体
の
重
心
の
最
大
許
容
高
さ
（
Ｋ
Ｇ
）

曲
線
若
し
く
は
表
又
は
こ
れ
ら
の
曲
線
と
同
等
の
も
の

.2

平
衡
化
設
備
の
操
作
に
関
す
る
手
引
書

.3

損
傷
後
の
復
原
性
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要
な
他
の
す
べ
て
の
情
報
及
び
補
足
的
資
料

３

当
該
資
料
は
、運
航
上
の
ト
リ
ム
の
範
囲
が
Ls
の
〇
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
場
合
又
は
下
回
る
場
合
に
は
、

様
々
な
ト
リ
ム
の
影
響
を
示
す
も
の
と
す
る
。

４

Ｂ
e

一
部
の
復
原
性
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
船
舶
に
つ
い
て
は
、
２
に
規
定
す
る
資
料
は
、
次

の
方
法
で
区
画
係
数
に
関
連
す
る
考
慮
に
よ
つ
て
決
定
す
る
。
三
の
喫
水
ds
、
dp
及
び
dl
に
対
す
る
最
小
許
容
メ

タ
セ
ン
タ
高
さ
Ｇ
Ｍ
（
又
は
重
心
の
最
大
許
容
高
さ
Ｋ
Ｇ
）
は
、
残
存
要
素
si
の
計
算
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
対

応
す
る
載
貨
状
態
の
Ｇ
Ｍ
（
又
は
Ｋ
Ｇ
の
値
）
に
等
し
い
も
の
と
す
る
。
中
間
の
喫
水
に
つ
い
て
は
、
用
い
ら
れ

る
値
は
、
最
高
区
画
喫
水
と
部
分
的
区
画
喫
水
と
の
間
及
び
部
分
的
満
載
喫
水
線
と
軽
荷
喫
水
と
の
間
で
の
み
そ

れ
ぞ
れ
Ｇ
Ｍ
の
値
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
一
次
補
間
法
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
非
損
傷
時
復
原
性
の

規
準
も
、
各
喫
水
に
つ
い
て
は
、
最
小
許
容
Ｇ
Ｍ
の
最
大
値
又
は
最
大
許
容
Ｋ
Ｇ
の
最
小
値
を
双
方
の
規
準
に
つ

い
て
維
持
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
考
慮
さ
れ
る
。
区
画
係
数
が
異
な
る
ト
リ
ム
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
る
場
合
に
は
、

要
求
さ
れ
る
二
以
上
の
Ｇ
Ｍ
曲
線
は
、
同
じ
方
法
で
設
定
さ
れ
る
。

５

喫
水
に
対
す
る
最
小
許
容
メ
タ
セ
ン
タ
高
さ
（
Ｇ
Ｍ
）
の
曲
線
又
は
表
が
適
当
で
な
い
場
合
に
は
、
船
長
は
、

運
航
状
態
が
調
査
し
た
載
貨
状
態
か
ら
逸
脱
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
保
し
、
又
は
復
原
性
の
規
準
が
当
該
載
貨
状

態
に
つ
い
て
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
計
算
に
よ
つ
て
検
証
す
る
こ
と
を
確
保
す
べ
き
で
あ
る
。

第
六
規
則

要
求
区
画
指
数
Ｒ

１

船
舶
の
区
画
は
、
第
七
規
則
に
従
つ
て
決
定
さ
れ
る
到
達
区
画
指
数
Ａ
が
こ
の
第
六
規
則
に
従
つ
て
計
算
す
る

要
求
区
画
指
数
Ｒ
以
上
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
部
分
指
標
As
、
Ap
及
び
Al
が
旅
客
船
に
つ
い
て
〇
・
九
Ｒ
及
び
貨
物

船
に
つ
い
て
〇
・
五
Ｒ
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
十
分
な
も
の
で
あ
る
と
み
な
す
。

２

こ
の
章
の
損
傷
時
復
原
性
の
要
件
が
適
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
船
舶
に
つ
い
て
は
、
区
画
の
程
度
は
、
次
の
要
求

区
画
指
数
Ｒ
に
よ
つ
て
決
定
さ
れ
る
。

.1

長
さ
（
Ls
）
が
百
メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
貨
物
船
の
場
合
に
は
、

R
＝
１
－

1
2
8

L
S ＋

1
5
2

.2

長
さ
（
Ls
）
が
八
十
メ
ー
ト
ル
以
上
百
メ
ー
ト
ル
未
満
の
貨
物
船
の
場
合
に
は
、

R
＝
１
－
[１

/(１
＋

L
S

1
0
0
×

R
０

１
－
R
０
）］

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
R0
は
、
.1
の
式
に
従
つ
て
計
算
さ
れ
る
Ｒ
の
値
と
す
る
。

.3

旅
客
船
の
場
合
に
は
、

R
＝
１
－

5
0
0
0

L
S ＋

2•
5
N
＋
1
5
2
2
5

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｎ
＝
Ｎ
１
＋
Ｎ
２

Ｎ
１
は
、
救
命
艇
が
提
供
さ
れ
る
者
の
人
数
と
す
る
。

Ｎ
２
は
、
船
舶
が
Ｎ
１
を
超
え
て
運
送
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
者
の
人
数
（
職
員
及
び
乗
組
員
を
含

む
。）と
す
る
。

.4

航
行
状
態
が
Ｎ＝

Ｎ
１
＋
Ｎ
２
を
基
礎
と
す
る
こ
の
第
六
規
則
2.3
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
が
実
行
不
可
能

で
あ
る
場
合
及
び
危
険
の
程
度
が
適
切
に
減
じ
ら
れ
て
い
る
と
主
管
庁
が
認
め
る
場
合
に
は
、
Ｎ
は
、
よ
り
小

さ
い
値
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
Ｎ＝

Ｎ
１
＋
Ｎ
２
よ
り
小
さ
い
も
の
で
あ

つ
て
は
な
ら
な
い
。

第
七
規
則

到
達
区
画
指
数
Ａ

１

到
達
区
画
指
数
Ａ
は
、
次
の
式
に
よ
り
、
第
二
規
則
に
定
義
す
る
喫
水
ds
、
dp
及
び
dl
に
つ
い
て
計
算
し
た
部

分
指
数
As
、
Ap
及
び
Al
（
重
み
付
け
を
し
た
も
の
）
の
総
和
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
。

A
＝
0•
4
A
s＋

0•
4
A
p＋

0•
2
A
l

各
部
分
指
数
は
、
考
慮
す
る
す
べ
て
の
損
傷
状
態
に
よ
る
影
響
の
総
和
で
あ
り
、
次
の
式
を
用
い
る
。

A
＝
Σ

p
isi

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

ｉ
は
、
考
慮
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
区
画
室
又
は
区
画
室
群
を
表
す
。

pi
は
、
こ
の
章
の
第
七
e

一
規
則
に
規
定
す
る
水
平
区
画
を
無
視
し
て
、
考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室

群
の
み
が
浸
水
す
る
確
率
を
示
す
。

si
は
、
考
慮
す
る
区
画
室
又
は
区
画
室
群
に
浸
水
し
た
後
に
船
舶
が
残
存
す
る
確
率
を
示
す
も
の
と
し
、

こ
の
章
の
第
七
e

二
規
則
に
規
定
す
る
水
平
区
画
の
効
果
を
含
め
る
。
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